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北海道大学 社会科学実験研究センター 
2018 年度自己点検評価報告書(2019 年 6 月) 

 

※センターの沿⾰などについてはホームページへ移⾏しました。ご参照いただければ幸いです。 

https://lynx.let.hokudai.ac.jp/cerss/ 
 

１．社会科学実験研究センターとは 

（１）センターの理念 

・社会科学における実験研究のための手法の開発と

普及を通して、社会科学の実験科学化を推進す

る。 
・社会科学における実験研究の本格的導入により、

人間科学と社会科学の双方に対して共通の対話可

能な研究環境を提供する。 
・人間・社会科学における実験研究のための国際実

験ネットワークの構築を進め、世界各国の拠点を

結ぶ国際実験の促進をめざす。 
・実験研究を通して人間科学と社会科学とを結びつ

けるための研究活動を行い、その成果を国際的に

発信することのできる若手人材を育成する。 
（２）センターの主たる役割 

・社会科学実験の国際拠点として、先端的研究を展

開し、研究成果を国際発信する。 
・社会科学実験の中心として、他大学の研究者との

協力のもと、若手研究者を育成する（博士研究

員・リサーチャーの受け入れ、ワークショップの

開催等）。 
（３）施設概要 

北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 6 階

に、1）集団実験室、2）国際ネットワーク実験室、

3）感覚システム実験室を有している。これらの実

験設備は、国際的にも最高水準の社会科学実験施設

である。 

２．2018 年度の活動実績の概要 

（１）施設利用 

・実験室稼働総日数：年間延べ 182 日 
・利用プロジェクト総数：18 件（うち外部利用 7
件） 
・実験参加者総数：延べ 1,979 名 

（２）研究業績 

＜人文・社会科学系の兼務教員に限定＞ 
・著書・分担執筆：計 13 件（うち洋書 1 件、和書

12 件） 
・学術論文：計 34 件（うち国際誌 20 件、国内誌 14
件） 

・学会発表：計 64 件（うち国際学会 25 件、国内学

会 39 件） 
（詳細は「p. 7～11 研究業績一覧」参照）。 

（３）競争的資金獲得 

・44 件、総額 591,325 千円 
・内訳：科学研究費補助金 34 件（579,850 千円）

（※分担者に関しては交付総額を参入）、その他の

研究助成金等 10 件（11,475 千円）（詳細は「資料 5
競争的資金獲得状況(p. 5～6)」参照） 

（４）拠点間連携 

 海外の先端研究拠点との連携を引き続き推進して

いる。2015 年度には、オックスフォード大学認知

進化人類学研究所所長、また同大学社会人類学科学

科長であり、著名な認知人類学者である Harvey 
Whitehouse 教授、2016 年度には、香港科技大学社

会科学部准教授であり、環境・文化心理学を専門と

する Kim-Pong Tam 准教授を本センターの連携研究

員に採用した。前センター長の結城は、オックスフ

ォード大学が主導する心理学・人類学・歴史学を融

合して人間行動と文化の進化と発展を検討する世界

的共同研究プロジェクト Seshat へ参画し、センタ

ー長の大沼進教授は Kim-Pong Tam 准教授との共同

研究を推進している。また、2017 年度には立命館

大学総合心理学部の仲真紀子教授を連携研究員に採

用した。 
（５）若手研究者の支援とその成果 

・本センターでの活動を基盤とする大学院生の競争

的外部資金獲得：6 件、学術賞：3 件 (表 1) 
  
・日本学術振興会特別研究員： 3 名 (表 2) 

 
表 1 2018 年度に院生および研究員が獲得した学会

賞・学術賞・フェローシップ・研究助成 

 
 

氏名 
獲得 
年度 

学会賞・学術賞・フェローシップ 

岡松彦 2018 
2018 年度ノバルティス研究助成 「統合失

調症の病態進行における NMDA 受容体サ

ブユニットの変化に関する実験的検討」 

舘石 
和香葉 

2018 
北海道大学大学院文学研究科 研究支援プ

ログラム 共生の人文学プロジェクト 旅費

支援 

中田 

星矢 
2018 

北海道大学大学院文学研究科 研究支援プ

ログラム 共生の人文学プロジェクト 旅費

支援 

中田 
星矢 

2018 
日本人間行動進化学会第 11 回大会 
若手発表賞(ポスター発表部門) 

本間 

祥吾 
2018 

北海道大学大学院文学研究科 研究支援プ

ログラム 共生の人文学プロジェクト 旅費

支援 

本間 
祥吾 

2018 日本社会心理学会「若手研究者奨励賞」 

蒔苗 
詩歌 

2018 
公益財団法人科学技術融合振興財団 補

助金助成 

横山 
実紀 

2018 日本社会心理学会「若手研究者奨励賞」 

横山 
美紀 

2018 
北海道大学大学院文学研究科 研究支援プ

ログラム 共生の人文学プロジェクト 旅費

支援 
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表 2 日本学術振興会特別研究員 

 
（６）教育活動  

・大学院共通授業科目「入門ベイジアン・モデリン

グ」を開講した。 
・Hokkaido Summer Institute 2018 プログラムで本学

に招聘された世界第一線の文化心理学者（アルバ

ータ大学心理学部・増田貴彦教授）から、授業以

外の場で大学院生への指導を直接行ってもらうな

ど、社会科学実験研究センターとしての独自の取

り組みも行うことで、同事業との相乗効果をはか

った。 
・CERSS コロキウム、共催ワークショップや学術セ

ミナーを随時開催した。 

 
図 1 増田教授による大学院生への指導風景 

 

３．2018 年度の活動の点検・総括 

（１）4 つの目標別の点検・評価 

① 社会科学実験の国際拠点としての先端研究の展開 
実験室稼働日数は年間延べ 182 日、実験への参加

者総数は延べ 1,979 名であった。このうち、本学外

の研究者による利用延べ件数は 7 件、実験参加者総

数は 1,072 名であった。参加者のほとんどは本学の

学生であったが、この規模での実験研究の組織的推

進は国内において類例がなく、国際的にも屈指の規

模である。 
 ②社会科学実験分野における有為の若手人材の育成 

 「若手研究者の支援とその成果」（p.1）で述べた

ように、2018 年度において、本センターに活動基盤

を置く若手研究者は 3 件の学術賞を得た。また、日

本学術振興会の特別研究員として 3 名が採用される

と共に、6 件の競争的外部資金（特別研究員奨励費

3 件を除く）を獲得している。また 2018 年度には、

CERSS コロキウムを 3 回実施した。さらに、

Hokkaido Summer Institute 2018 事業としてアルバー

タ大学との協働サマープログラムを開催し、アルバ

ータ大学心理学部の増田貴彦教授による集中講義

「Frontiers in Cultural Psychology 2018」、および大学

院生向けの英語論文執筆ワークショップを開講し

た。 
 これまで当センターで教育指導を受けた若手研究

者は、実験社会科学を担う有為の人材として国内外

で高く評価されていると共に、就職面でも、東京学

芸大学准教授、滋賀大学准教授、高知工科大学講

師、明治学院大学准教授、北海道大学特任助教、岩

手医科大学助教、玉川大学准教授、宮城学院女子大

学准教授、広島大学特任助教、広島修道大学教授、

静岡大学特任准教授、大正大学准教授、北星学園大

学専任講師、安田女子大学講師、帝京大学講師など

の研究職を得ている。これらに加えて、2018 年度以

降には新たに名古屋大学准教授、高知大学特任准教

授、大東文化大学講師、作新学院大学准教授として

新たに職を得ている。さらに Southampton 大学（英

国）助教授や William & Mary 大学（米）准教授、嶺

南大学（香港）准教授、北京中央民族大学（中国）

研究助手として、また、St Andrews 大学（英）や

Oxford 大学（英）、Melbourne 大学（豪）のポスド

ク研究員として海外でも活躍している。 
以上のように「社会科学実験分野における有為の

若手人材の育成」という所期の目標が着実に達成さ

れている。 
 
 ③国際的にインパクトのある研究成果の発信 

 2018 年度には、計 47 本の国際学術論文、31 件の

国際学会発表がなされた。センター構成員による学

術論文は、Scientific Reports、PNAS (Proceedings of 
National Academy of Science)（総合科学）、Judgment 
and Decision Making（心理学）、NeuroImage（脳神

経科学）など広範な研究領域における第一線の国際

学術誌に掲載された。また、これらを含む本センタ

ー構成員による論文は、心理学、経済学、経営学、

社会学、政治学、法学、人類学、情報科学、進化生

物学、動物行動学、社会物理学など、やはり広範な

領域の国際学術誌において数多くの引用を受けてい

る。図 2 は、本センター構成員が発表した論文の国

際学術誌における引用回数の推移を示している。こ

の図から、本センターが発足した 2007 年以降、国

際業績が着実に増加傾向にあることがわかる（注：

本センターには、2013 年度より新たに医歯薬系部局

からの兼務教員が加わったため、国際学術論文の被

引用数が急増している。しかし、人文学系と医歯薬

系では根本的に被引用論文数に大きな相違があるこ

とから、公正に業績を評価するために、2012 年度ま

での構成員による研究成果のみを掲載する 。若手研

究者が第一著者として公刊した国際学術誌論文数に

ついても、医歯薬系を除いた成果を掲載する）。以

上のように、「国際的にインパクトのある研究成果

氏名 資格 
受給期間 
（年度） 

研究費 
（千円） 

研究課題名 

伊藤

資浩 
DC1 

2017～
2019 

1,000 

注意ネットワーク理論

に基づく注意の意図的

制御メカニズムとその

神経基盤 

蒔苗

詩歌 
DC2 

2017～
2018 

900 

物体軸の捉えと操作へ

の身体化認知の関わり

と発達障害特性：不器

用さへの支援に向けて 

亀田 

将史 
DC1 

2018～ 
2020 

1,000 
大脳基底核と小脳の時

間情報処理に関する研

究 
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の発信」という所期の目標の達成に向け、着実な進

展が見られる。 

図 2 国際学術誌における論文被引用数の推移. 

④ 国内外の研究拠点との連携強化を通じた、人間・

社会科学における実験研究のための国際ネットワ

ークの構築 
 本センターは、大型研究資金（新学術領域研究、

科研費基盤 S など）の獲得などを通じて、国内外の

主要研究拠点（東京大学人文社会系研究科・総合文

化研究科、京都大学霊長類研究所、玉川大学 脳科学

研究所、北陸先端総合科学大学院大学、名古屋大学

情報学研究科、英オックスフォード大学認知進化人

類学研究所、独マックスプランク進化人類学研究所

など） との間に共同研究体制を構築している。こう

した活動は本学における研究戦略とも密接に関連し

ており、例えば、「世界レベルで見て北大に優位性

のある研究分野」の一つに「心の社会性に関する研

究」が選ばれており、社会科学実験研究センターが

その研究基盤を提供していることにも表れている。 
文科省「最先端研究基盤事業」の補助対象事業と

して採択された「心の先端研究のための連携拠点

（WISH）構築」事業の一環として、2011－2012 年

度予算により、京都大学こころの未来研究センタ

ー、東京大学進化認知科学研究センター、そして、

本センターの 3 拠点に対して、拠点間の研究連携を

強化するために、最新型の MRI 装置が導入された。

本センターに関しては、2012 年度補正予算（施設整

備費補助事業; 3 億円）によってシーメンス社製 3 テ

スラ MAGNETOM Prisma が導入され、2014 年 4 月

より稼働を開始している。同装置は本学医歯学総合

研究棟に設置され、本センターに所属するメンバー

だけでなく、医学系から理学系、教育学系に至る全

学の研究者によって利用されている。本装置の導入

を通じて、学内の部局間に加え、学内外の先端研究

拠点間の壁を超えた研究連携が推進されている。 

（２）総括と今後の展望 

以上のように、本センターは、教育および研究活

動を通じて、社会科学実験の国際的中核拠点として

の高い評価を確立してきた。こうした実績は、「社

会科学実験に関する教育研究の進展に資することを

目的とする」という本センターの設立目的（北海道

大学社会科学実験研究センター規程第２条）に適う

ものである。 

本センターの今後の展望については、まず、本セ

ンターに所属する研究者、および国内外の社会科学

者の実験研究を引き続き支援することを通じて、社

会科学実験の国際的中核拠点としてなお一層の発展

を目指す。これに関連して、本センターの構成員と

国内外の先端研究拠点の研究者との共同研究とネッ

トワーキングをさらに支援していく。加えて、実験

社会科学の推進という本センターの目標の独自性を

活かしながら、文理融合あるいは分野横断的な研究

を牽引していく。例えば、脳科学や AI、データサイ

エンスといった近年急速に社会的要請の高まってい

る分野に関する学内外の諸センターや拠点等の橋渡

し役も務めていく。 
以上のような活動は、今世紀に入り世界的に急速

に進展しつつある人文・社会科学の実証研究化への

流れと、それに伴う新たな理論展開に貢献するもの

である。それと同時に、当センターの活動は、現代

社会が直面する様々な社会問題の解決にも資するも

のである。それは、本センターが展開する研究・教

育活動が、社会と人間との間の相互構成関係という

本質的な問題を扱い、それを可視化して様々な立場

の人が共通の土俵で議論することを可能にするため

である。本センターは社会科学実験の国際的中核拠

点として、当該分野の研究者の研究・教育活動を今

後も鋭意支援していく。人文・社会科学分野におけ

る屈指の先端研究拠点として、当該分野における実

験研究の国際的・学際的進展と普及に努めつつ、来

るべき「人間科学と社会科学の統合」に向けた世界

的役割を果たしていくことが、本センターに引き続

き課せられた重要なミッションである。 
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資料 1 CERSS コロキウム、共催ワークショップお

よび学術セミナー 

日付 タイトル 講演者 

2018/8/
21 

R ice  theo ry  f rom 
k inde rga r t en  to  
undergrad ,  1964  the  
yea r  GDP broke ,  and  
wi l l  modern iza t ion  
wipe  ou t  t r ad i t iona l  
cu l tu re?  

Thomas  Ta lhe lm 
(Behav io ra l  
Sc ience  a t  the  
Un ive r s i ty  o f  
Ch icago  Boo th  
Schoo l  o f  
Bus iness ,  助教 )  

2018/9/
27 

ビ ッ グ デ ー タ と 社

会・文化心理学 (The  
use  o f  b ig  da ta  in  
soc ia l  and  cu l tu ra l  
p sycho logy) 

浜村 武 (Cur t in  
Un ive r s i ty・国際

交 流 基 金 フ ェ ロ

ー )  

2018/1
2/20 

Cor rup t ion  a s  a  
P rocess  o f  Po l i t i ca l  
and  Soc ia l  Cogn i t ion  

Joseph  Pozsga i  
( 京都大学東南ア

ジ ア 地 域 研 究 研

究所, 特定助教 )  

 
資料 2 長期受け入れ外国人研究員 

2018 年

度 
Dr. Christopher Kavanagh（University of 
Oxford） 

2018 年

度 
 Briar Irving (Victoria University of 
Wellington) 

 
資料 3 学外研究機関との共同研究による施設利用

実績 
社会科学実験研究センターの実験施設は、学内外

の研究者が利用可能な共同利用施設である。2018 年

度には、学外研究機関との共同研究による実験施設

の利用が 7 件行われており、実験参加者数は延べ

1,014 名であった。 
学外研究機関との共同研究で実施された実験(2018
年度) 
・山岸俊男 （一橋大学大学院国際企業戦略研究科）

「集団状況での個人間取引に関する実験 5」 
（2018 年 5 月、実験参加者数 132 名） 
・亀田達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
「意思決定課題における社会学習実験」 
（2018 年 8 月、実験参加人数 165 名) 
・亀田達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
「行動選択に関する集団実験」 
（2018 年 8 月、実験参加人数 120 名) 
・亀田達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
「不確実刺激の知覚プロセスに関する実験.」 
（2018 年 8 月、実験参加人数 80 名） 
・亀田達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
「分配の社会的決定に関する実験」 
（2018 年 8 月、実験参加人数 186 名） 
・亀田達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
「分配の意思決定に関する態度調査」 
（2019 年 1 月、実験参加人数 163 名） 
・清成透子（青山学院大学社会情報学部） 
「集団状況での個人間取引に関する実験 6」 

（2019 年 1 月、実験参加者数 168 名） 
 
資料 4 アウトリーチ活動 

日付 タイトル 
活動内

容 
実施者 

2018/6
/8 

札幌市経済観光局 『商品

開発 ×インバウド』セミ

ナー「土産品購買行動の

お国柄？新千歳空港調査

の結果から」 

講演 結城雅樹 

2018/5
/14 

NHK BS1「国際報道

2018」ウマにおけるヒト

の表情記憶の研究に対す

るコメント 

取材対

応 
瀧本彩加 

 

「ウマにおけるヒトの情

動のクロスモーダルな認

知の研究」に関するプレ

スリリース 

取材対

応 
瀧本彩加 2018/6

/22 

NHK「おはよう日本」 
北海道新聞・読売新聞・

共同通信 
2018/8
/30 

朝日小学生新聞 

2019/3
/27 

NHK 「又吉直樹のヘウレ

ーカ！」 

2018/7
/25 

札幌市経済観光局「平成

30 年度札幌市観光商材開

発支援事業」 

審査委

員 
結城雅樹 

2018/8
/18, 19 

上級経営会計専門家プロ

グラム（京都大学）「意

思決定と会計」 
講演 篠田朝也 

2018/9 
三省堂書店札幌店「北大

の先生が選んだ本」 
書籍の

紹介 
瀧本彩加 

2018/1
0/1 

NHK BS1 「国際報道

2018」ヤギにおけるヒト

の笑顔選好の研究に対す

るコメント 

取材対

応 
瀧本彩加 

2018/1
0/9-
10/12 

netkeiba.com ノンフィクシ

ョンファイル『英科学誌

に発表された研究「馬は

人の感情を読み取る」細

江純子さんが北大准教授

を直撃【第 1 回～第 4
回】』インタビュー記事 

取材対

応 
瀧本彩加 

2018/1
0/30 

北海道札幌開成中等教育

学校 Future job session「my 
study academia」 

講演 
中田星矢 
(修士学生) 

201 8/
11/12 

酪農学園大学特別セミナ

ー「求め合うこころ―ヒ

トと伴侶動物が育んでき

た絆―」 

講演 瀧本彩加 

2018/
10-
2019/
3 

札幌市まちづくり政策局

「札幌市における他者と

のつながり、多様性、信

頼等に関する調査」 

助言・指

導 
大沼進 

2018/
12/1 

札幌市環境局「さっぽろ

こども環境コンテスト」 
審査委員

長 
大沼進 
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資料 5 競争的資金獲得状況の詳細 

文部科学省科学研究費（代表） 
(社会科学実験研究センター構成員が代表を務める研究につ

いて、2018 年度に交付された直接経費の総額) 

資金名 期間 代表者 

研究課題 金額 

(千円) 

新学術領域 

(研究領域提案型) 
2018～2019 田中真樹 

周期的な感覚入力に対する予測信号の解析 2,200 

新学術領域研究 

(研究領域提案型) 
2018～2023 田中真樹 

知覚や行動に伴う心的時間の脳内機構とその操

作 
54,100 

国際共同研究加速基

金 
2018～2019 竹澤正哲 

文化的集団淘汰と規範の進化：マクロ・データ

と大規模集団実験による実証的検討 
11,100 

基盤研究（A） 2016〜2020 宮内泰介、他 18 名 

不確実性と多元的価値の中での順応的な環境ガ

バナンスのあり方についての社会学的研究 
7,900 

基盤研究（B） 2015～2018 結城雅樹 

社会の制約と個人の制約－対人行動戦略に対す

る関係流動性と市場価値の交互作用効果 
3,300 

基盤研究（B） 2018～2021 高橋伸幸 

利他性とサンクション、偏狭さ、外集団攻撃の

間の連動についての理論的・実証的研究 
2,700 

基盤研究（B） 2016～2018 吉岡充弘・他 3名 

人工受容体 DREADD による恐怖記憶の制御機構

の解明 
2,700 

基盤研究（B） 2017〜2020 
河原純一郎・小川健

二 

注意の逆説的投資効果とニューロフィードバッ

ク 
4,400 

基盤研究（B） 2017〜2021 竹澤正哲・堀田結孝 

帰納的学習を介した規範の進化と維持：新たな

実験パラダイムの構築を目指して 
2,900 

基盤研究（B） 2017～2019 田中真樹 

霊長類における皮質線条体経路の動的制御機構 5,500 

基盤研究（C） 2017〜2019 河西哲子 

知覚の体制化に基づく注意選択メカニズムとそ

の個人差 
700 

基盤研究（C） 2015～2018 篠田朝也 

資本予算におけるリスク管理の実証研究 600 

基盤研究（C） 2018～2020 松尾睦 

組織メンバーの自己成長主導性メカニズムに関

する研究 
500 

挑戦的萌芽研究 2017～2020 宮内泰介、他 2名 

イワシ漁業に見る社会－生態システムのレジリ

エンス 
1,800 

挑戦的萌芽研究 2016～2018 高橋伸幸 

信頼関係形成状況における適応的行動の解明 700 

若手研究 2018～2020 瀧本彩加 

ウマにおける同種他個体・ヒトとの社会的絆形

成を促す心理・生理要因に関する研究 
1,300 

若手研究（A） 2017～2018 小川健二 

運動学習に対する安静時脳活動の影響とニュー

ロフィードバックによる促進 
4,400 

若手研究（B） 2016～2019 村田明日香 

負の情動における他者存在効果に関する社会神

経科学的研究 
700 

特別研究員奨励費 2018～2020 村田明日香 

表情認知の文化差と顔部位への注意:神経科学

的手法を用いた検討 
1,100 

 

文部科学省科学研究費（分担） 
(社会科学実験研究センター構成員が分担者を務める研究に

ついて、2018 年度に研究代表者へ交付された直接経費の総

額) 

資金名 期間 代表者 

研究課題 金額 

(千円) 

新学術領域研究 

(研究領域提案型) 

2017〜

2022 

竹澤正哲 (代表：橋

本敬、他 7名) 

言語の起源・進化の構成的理解 45,100 

新学術領域研究 

(研究領域提案型) 
2016-2022 

渡辺雅彦 (代表：狩

野方伸、他 31 名) 

先端バイオイメージング支援プラットフォーム 313,500 

新学術領域研究 

(研究領域提案型) 

2014～

2018 

瀧本彩加 (代表：鮫

島和行、他 2 名) 

人＝動物インタラクションにおける行動動態の

分析と認知モデル化 
1,750 

基盤研究（S） 
2016～

2021 

竹澤正哲 (代表：亀

田達也、他 6 名) 

集合行動の認知・神経・生態学的基盤の解明 26,800 

基盤研究（S） 
2015～

2019 

高橋伸幸 (代表：山

岸俊男、他 5 名) 

向社会行動を支える心と社会の相互構築 28,400 

基盤研究（A） 
2017～

2021 

宮内泰介 (代表：丸

山康司、他 10 名) 

エネルギー技術の多元性と多義性を踏まえたガ

バナンス方法の研究 
10,400 

基盤研究（A） 
2017〜

2020 

小川健二 (代表：明

和政子、他 2 名) 

身体的表象から自他分離表象にいたる発達プロ

セスの解明 
8,100 

基盤研究（B） 
2016～

2020 

竹澤正哲 (代表：大

平英樹、他 5 名) 

紛争と協力の文化進化的基盤に関する学際的研

究 
6,110 

基盤研究（B） 
2016〜

2019 

宮内泰介 (代表：菅

豊、他 8名) 

パブリック・ヒストリー構築のための歴史実践

に関する基礎的研究 
4,000 

基盤研究（B） 
2016～

2018 

大沼進 (代表：広瀬

幸雄、他 4名) 

高レベル放射性廃棄物地層処分の合意形成での

手続き的・分配的公正機能の日欧比較 
4,000 

基盤研究（B） 
2017～

2020 

小川健二 (代表：今

泉寛、他 1名) 

予測誤差と運動主体感をつなぐ神経機構の解明 1,700 

基盤研究（B） 
2017〜

2022 

宮内泰介 (代表：関 

礼子、他 6名) 

語り継ぐ存在の身体性と関係性の社会学―排除

と構築のオラリティ 
3,200 

基盤研究（B） 
2018～

2020 

宮内泰介 (代表：西

城戸誠、他 6 名) 

再生可能エネルギー事業開発にかかわるアクテ

ィビズムと合意形成に関する比較研究 
5,850 

基盤研究（C） 
2018～

2020 

小川健二 (代表：柴

田寛、他 1名) 
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多感覚の表象に基づく言語の理解と表出に関わ

る脳機能モデルの構築 
900 

基盤研究（C） 
2016～

2018 

篠田朝也 (代表：梶

原 武久、他 1名) 

原価企画における原価作りこみエラーの発生メ

カニズムと解決方法 に関する研究 
5,330 

基盤研究（C） 
2017～

2020 

高橋泰城 (代表：守

真太郎、他 2 名) 

集合知の情報集約過程の定量的記述と社会的学

習の影響 
800 

挑戦的萌芽研究 
2016〜

2018 

宮内泰介 (代表：佐

藤喜和、他 1 名) 

自然科学と社会科学の融合による都市の環境共

生と野生動物管理の調和的実現への挑戦 
900 

 

文部科学省科学研究費を除く研究助成 
（社会科学実験研究センター構成員が代表及び分担者を務め

る研究について、2018 年度に研究代表者へ交付された直接

経費の総額） 

 

資金名 期間 代表者 

研究課題 金額 

(千円) 

日本学術振興会『課題設定によ

る先導的人文・社会科学研究推

進事業』領域開拓プログラム 

2017〜

2020 

竹澤正哲、

他 5名 

アイデンティティの内的多元性：哲学と経験科

学の協同による実証研究の展開 
3,770 

日本学術振興会『課題設定によ

る先導的人文・社会科学研究推

進事業』実社会対応プログラム 

2015〜

2018 

大沼進、他

5名 

私益と共益が錯綜する公共的意思決定のプロセ

スデザインに関する研究 
1,800 

科学技術融合振興財団 平成 28

年度調査研究助成 

2017〜

2019 

大沼進、他

1名 

”将来の代弁者”は合意形成を促進するか：

「未来との対話」としてのゲーミングシミュレ

ーション再考 

340 

公益社団法人日本心理学会: 災

害からの復興のための実践活動

及び研究 

2018～

2019 
大沼進 

除去土壌再生利用の社会的受容に関する研究 150 

地層処分に係る社会的側面に関

する研究 

2018〜

2019 

大沼進 (代

表：野波

寛、他 4名) 

地層処分をめぐる多様な人々の合意を目指す段

階的・協調的アプローチの提唱：社会心理学の

知見にもとづく多角的検証 

2,310 

三井物産環境基金: 三井物産環

境基金研究助成 

2017〜

2019 
宮内泰介 

災害後のコミュニティ再編と自然資源管理の再

構築に関する研究 
1,180 

公共財団法人 喫煙科学研究財

団 研究助成 
2018 

吉岡充弘、

他 1名 

光遺伝学を用いたニコチン離脱症状に関わるセ

ロトニン神経回路の解明 
200 

公共財団法人 加藤記念バイオ

サイエンス振興財団 
2018 

吉岡充弘、

他 1名 

加藤記念国際交流助成 25 

日本医療研究開発機構：障害者

対策総合研究開発事業 

2016～

2018 

久住一郎 

(代表：功刀

浩、他 1名) 

脳脊髄液サンプルを用いたうつ病バイオマーカ

ーの開発 
700 

AMED 
2018～

2020 

久住一郎 

(代表：中込

和幸、他 1

名) 

精神疾患レジストリの構築・統合により新たな

診断・治療法を開発するための研究 
1,000 

 

研究業績一覧 

2018 年度 
【著書・分担執筆（洋書）】 
Miyauchi, T. (2018).   Adaptive Process Management: 

Dynamic Actions Toward Sustainable Societies . In Sato, T., 

Chabay, I., & Helgeson, J. (Eds.) Transformations of Social-

Ecological Systems: Studies in Co-creating Integrated 

Knowledge Toward Sustainable Futures.  159-168, Springer, 

Singapore. 

【著書・分担執筆（和書）】 
尾崎一郎.(2019). 新注釈民法 物権 2 区分所有法：法社会

学的考察, 有斐閣.  

尾崎一郎.(2019). グローバリゼーション. 佐藤岩夫・阿部

昌樹編. スタンダード法社会学, 北大路書房・京都. 

尾崎一郎.(2019).紛争行動／法使用行動と法文化について.

松本尚子編 法を使う／紛争文化(法文化叢書第 17 巻),

国際書院・東京. 

尾崎一郎・郭薇・李楊・堀田秀吾.(2019). ヘイト・スピー

チの規制と無効化−言語行為論からの示唆−. ダニエル・

フット他編 法の経験的社会科学の確立に向けて−村山

眞維先生古稀祝賀−, 信山社・東京. 

河原純一郎. (2018). 基礎心理学実験法ハンドブック. 朝倉

書店. 

國松淳・田中真樹. (2018). 北医誌 93：94 BAY：自発的運

動タイミングへの大脳基底核と小脳の異なる関与. 

瀧本彩加. (2018). 求め合うこころ―人間と伴侶動物が育ん

できた絆―. 鈴木幸人編. 恋する人間―人文学からのア

プローチ. 213-244. 北海道大学出版会・北海道. 

瀧本彩加・友永雅己. (2018). 社会的知性に関わる方法. 坂

上貴之・河原純一郎・木村英司・三浦佳世・行場次朗・

石金浩史編. 基礎心理学実験法ハンドブック. 372-373. 

朝倉書店・東京 

瀧本彩加・友永雅己. (2018). 感情に関わる方法. 坂上貴

之・河原純一郎・木村英司・三浦佳世・行場次朗・石金

浩史編. 基礎心理学実験法ハンドブック. 374-375. 朝倉

書店・東京. 

竹谷隆司・田中真樹. (2018). 第 5 章 6節「注意の神経メカ

ニズム」, 7 節「注意の障害」. 新 感覚・知覚心理学ハ

ンドブック. 誠信社・東京. 

田中真樹. (2018). 第 57 章「小脳と大脳基底核の運動全般

における役割」（邦訳）. ガイトン生理学原著 13 版. 

645-659. エルゼビア・ジャパン株式会社. 

渡辺雅彦. (2018). ：組織化学における抗体作成法：融合蛋

白と合成ペプチドを組合せた実験戦略. 第 43 回組織細胞

化学講習会実行委員会編. 組織細胞化学 2018. 121-134. 

日本組織細胞化学会. 
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【学術雑誌（国際誌）】 
Ageta-Ishihara, N., Konno, K., Yamazaki, M., Abe, M., Sakimura, 

K., Watanabe, M., & Kinoshita, M. (2018). CDC42EP4, a 
perisynaptic scaffold protein in Bergmann glia, is required for 
glutamatergic tripartite synapse configuration. Neurochemistry 
international. 119. 190-198. 

Cai, C., Ogawa, K., Kochiyama, T., Tanaka, H., & Imamizu, H. 
(2018). Temporal recalibration of motor and visual potentials in 
lag adaptation in voluntary movement. NeuroImage. 172. 654-
662. 

Dickie, A. C., Bell, A. M., Iwagaki, N., Polgár, E., Gutierrez-
Mecinas, M., Kelly, R., Lyon, H., Turnbull, K., West, S. J. , 
Etlin, A., Braz, J., Watanabe, M., Bennett, D. L. H., Basbaum, 
A. I., Riddell, J. S., & Todd, A. J. (2018). Morphological and 
functional properties distinguish the substance P and gastrin-
releasing peptide subsets of excitatory interneuron in the spinal 
cord dorsal horn. Pain.  160 (2), 442-462. 

Horinouchi, T., Sakurai, K., Kurita, T., Takeda, Y., Yoshida, Y., 
Akiyama, H., Fukushima, K, & Kusumi, I. (2018). Seizure 
manifesting as a reaching/grasping movement in a patient with 
post-traumatic epilepsy. Clinical Case Reports.  6 (12), 2271-
2275. 

Horita, Y., & Takezawa, M. (2018). Cultural Differences in 
Strength of Conformity Explained Through Pathogen Stress: A 
Statistical Test Using Hierarchical Bayesian Estimation. 
Frontiers in psychology.  9, 1921, doi: 
10.3389/fpsyg.2018.01921. 

Huang, J., Polgár, E., Solinski, H. J., Mishra, S. K., Tseng, P. Y., 
Iwagaki, N., Boyle, K. A., Dickie, A. C., Kriegbaum, M. C., 
Wildner, H., Zeilhofer, H. U., Watanabe, M., Riddell, J. S., 
Todd, A. J., & Hoon, M. A. (2018). Circuit dissection of the role 
of somatostatin in itch and pain. Nature neuroscience. 21 (5), 
707-716. 

Inaba, M., & Takahashi, N. (2019). Linkage Based on the Kandori 
Norm Successfully Sustains Cooperation in Social Dilemmas. 
Games. 10 (1), doi:10.3390/g10010010. 

Inukai, T., & Kawahara, J. (2018). Sex differences in temporal but 
not spatial attentional capture. Frontiers in Psychology-
Cognition. 9 (1893), doi: 10.3389/fpsyg.2018.01893.  

Itabashi, T., Arima, Y., Kamimura, D., Higuchi, K., Bando, Y., 
Takahashi-Iwanaga, H., Murakami, M., Watanabe, M., Iwanaga, 
T., & Nio-Kobayashi, J. (2018). Cell- and stage-specific 
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